
施策の展開（大項目）

令和2年度 令和3年度 令和4年度

結果 結果 結果

増加 36団体 37団体 40団体

令和2年度 令和3年度 令和4年度

結果 結果 結果

増加 62.4%(令和2年度) 62.4% 68.0%

中項目 分野計画参照ページ P33

関連する主な事業 令和2年度

①52010701

花とみどりの相談所運営事業

水みどり課

②52010501

緑化推進連絡会補助事業

水みどり課

中項目 分野計画参照ページ P33

関連する主な事業 令和2年度

①52010701

花とみどりの相談所運営事業

水みどり課

1緑と触れ合う機会の充実

緑の基本計画

KPI
（指標）

花いっぱい活動団体数

推移の方向性 基準値 目標値(令和7年度)

KPI
（指標）

「摂津市内で花苗をよく目にする」と回答した市民の割合

推移の方向性 基準値 目標値(令和7年度)

1人材・団体の育成
の取組実績 分析・考察

・花と木の実践養成教室を17回開催し、5人が参加した。（全23回のうち6回
中止）
※前年度は全23回のうち2回中止、11人参加

・修了後も花いっぱい活動、緑化推進連絡会等の活動につながっていること
から、今後も継続して花と木の実践養成教室を開催するとともに、新たな緑
化の担い手づくりについても検討していく。

2緑化活動の支援
の取組実績 分析・考察

・新たな取組として、花いっぱい活動に取り組んでいる市民団体の交流と花
づくりの知識や技術向上を目的とした「種から育てる花づくり活動」を14回
開催し、127人が参加した。

・今後も継続して市民団体に対し、交流の機会と花づくりの知識や技術向上
の機会を設けていく。また、技術の向上を図る指標を検討し、花いっぱい活
動の活性化に生かしていく。

・花とみどりの相談所で、草花等の緑化相談189件（前年度244件）に対応し
た。
・緑化推進連絡会主催イベントに緑化推進嘱託員を派遣し、緑化活動の支援
を行った。

・植物全般の栽培管理や病害虫防除についての相談が多い傾向にあり、相談
所で実施する市民対象の緑化講座内容もこの相談内容を考慮して決定してい
る。今後も相談内容をふまえ、市民ニーズのある講座等を開催していく。

1緑と触れ合う機会の充実0036 1 / 7 ページ



②52010501

緑化推進連絡会補助事業

水みどり課

③52010601

花いっぱい活動助成事業

水みどり課

中項目 分野計画参照ページ P34

関連する主な事業 令和2年度

①52010701

花とみどりの相談所運営事業

水みどり課

②52010801

緑化推進事業

水みどり課

・花いっぱい活動に取り組んでいる37団体へ花苗等原材料を助成した。 ・今後も継続して花いっぱい活動団体の活動を支援していく。

・緑化推進連絡会が市民を対象に「花つくり知識に関する講演と寄せ植え」
を実施し、受講者17人に緑化啓発冊子を配布した。
・花いっぱい活動団体や市民等に樹木、草花などの相談、実践、研修及びプ
ランター配布等の支援を実施した。　　　　　　　　　　　　　・令和2年度
は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、研修会や市民交流会等、多くの
取組が中止となった。

・今後も継続して緑化推進連絡会の活動を支援していく。

・春季誕生記念植樹祭は34件の申込があったが、新型コロナウイルス感染拡
大防止のため、秋季に延期した。
・秋季誕生記念植樹祭は40件の申込があったが、新型コロナウイルス感染拡
大防止のため式典を取りやめ、春季と合同で明和池公園にサクラを1本植樹す
るとともに、誕生記念植樹及び記念品を配付した。

・誕生記念植樹の配布樹種について、住宅事情により自宅に植樹できない申
込者が増加していることから、樹種の変更を検討する必要がある。
・誕生記念植樹祭にて配付する記念品を鉢植えから多肉植物用のブック型プ
ランターに変更したところ好評であったため、今後も参加者に喜んでいただ
ける記念品を検討していく。

3情報の発信・共有
の取組実績 分析・考察

・ホームページにて花と木の実践養成教室の様子を17回公開し、閲覧回数は
115回であった。（前年度120回）

・今後もホームページに教室の様子を公開するなど、市民が主体的に緑化に
取り組んでいけるよう情報を発信していく必要がある。
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施策の展開（大項目）

令和2年度 令和3年度 令和4年度

結果 結果 結果

増加 46.4%(令和2年度) 46.4% 52.0%

令和2年度 令和3年度 令和4年度

結果 結果 結果

増加 62.4%(令和2年度) 62.4% 68.0%

中項目 分野計画参照ページ P35

関連する主な事業 令和2年度

①52020201

公園維持管理事業

水みどり課

②52020301

電気機関車等公開事業

水みどり課

中項目 分野計画参照ページ P35

関連する主な事業 令和2年度

①52020201

公園維持管理事業

水みどり課

2緑の機能向上・維持保全

緑の基本計画

KPI
（指標）

「公園や緑地・緑道を利用する」と回答した市民の割合

推移の方向性 基準値 目標値(令和7年度)

KPI
（指標）

「摂津市内で花苗をよく目にする」と回答した市民の割合

推移の方向性 基準値 目標値(令和7年度)

1既存都市公園の再生
の取組実績 分析・考察

・嘉円公園、ゆりのき公園、昭和園第1公園の和式トイレを洋式化した。
・嘉円公園の既存トイレのリニューアル工事を実施した。

・日常の要望等から市民ニーズを把握し、そのニーズを参考に施設改修を実
施していく。

2安心・安全な公園づくり
の取組実績 分析・考察

・新幹線公園において、0系新幹線及び電気機関車車両の内部公開を第2、第4
日曜日の月2回開催から毎週日曜日開催に拡充、年37回実施し、合計6,957人
の見学者が訪れた。（前年度26回実施、見学者5,653人）

・新型コロナウイルス感染拡大防止対策として、十分な換気ができる環境整
備等を進める必要がある。

・公園施設において、日常点検での安全性を確認するとともに、施設の修繕
を81件を実施した。
・防犯上の観点から、樹木の生育や樹形、季節を考慮しながら高木の剪定や
低木の刈込を行い視認性を確保した。

・引き続き公園利用者の安心、安全を最優先に、公園各施設の日常点検や専
門家による点検を実施し、安全を確保していく必要がある。
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②52020401

公園遊具補修事業

水みどり課

中項目 分野計画参照ページ P36

関連する主な事業 令和2年度

①52010101

花壇等の維持管理充実事業

水みどり課

②52020201

公園維持管理事業

水みどり課

③53040501

防災資機材及び備蓄用品整備事業

防災危機管理課

中項目 分野計画参照ページ P36

関連する主な事業 令和2年度

①41030701

農業水路管理事業

水みどり課

中項目 分野計画参照ページ P36

関連する主な事業 令和2年度

①52010501

緑化推進連絡会補助事業

水みどり課

・市内公園全ての遊具を国基準に基づいて専門家による危険度判定を行い、
危険度が高い遊具33基の修繕を実施した。

・危険度判定に加えて、市民ニーズを踏まえた遊具修繕についても検討して
いく必要がある。

3防災機能の充実
の取組実績 分析・考察

・公園や道路との接道部の緑地等に設置している花壇19箇所の維持管理を
行った。

・直営花壇の維持管理は、職員数に限りがあることから、これ以上の箇所数
を受け持つことが難しいため、花いっぱい活動に取り組んでいる市民団体と
連携した維持管理を実施していく。

・防災機能を有する明和池公園の維持管理を行った。 ・引き続き、明和池公園の維持管理を行っていく必要がある。

・備蓄拠点となっている明和池公園の備蓄を更新するとともに、感染症対策
備品を納入した。

・引き続き、各種備蓄品の適正な配備及び管理を行っていく必要がある。

・農業従事者を中心とした地元住民団体（14団体）による水路清掃活動を12
回実施し、244人が参加した。(前年度実績：19回、463人)

・コロナ禍のため例年に比べて清掃実施回数が減少しており、農地の減少に
伴い水路清掃の参加者が年々減少している。

4河川・水路の活用
の取組実績 分析・考察

5生物多様性の向上
の取組実績 分析・考察

・緑化推進連絡会に所属する団体が管理する花壇等の除草、清掃を実施し、
花苗を定期的に入れ替えた。
・令和2年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、研修会や市民交流会
等、多くの事業が中止となった。

・今後も継続して緑化推進連絡会の活動を支援していく。

2緑の機能向上・維持保全0037 4 / 7 ページ



②54020201

環境教育学習事業

環境政策課

中項目 分野計画参照ページ P37

関連する主な事業 令和2年度

①52010801

緑化推進事業

水みどり課

②52010601

花いっぱい活動助成事業

水みどり課

③52010501

緑化推進連絡会補助事業

水みどり課

中項目 分野計画参照ページ P38

関連する主な事業 令和2年度

①52010701

花とみどりの相談所運営事業

水みどり課

②41031101

市民農園設置事業

産業振興課

6緑のまちなみづくり
の取組実績 分析・考察

・例年、7月に「芥川の水辺のいきもの観察会」、1月に「野鳥観察会」を開
催しているが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止した。

・観察会について、人数制限を行う等感染症対策を講じながら実施していく
必要がある。

・「草花をたいせつに」の立看板を市内花壇等に設置し、緑化の啓発を行っ
た。

・今後も継続して緑化の啓発を行う。

・市民と協働して管理している平和公園のバラ花壇をより一層魅力のあるも
のにするため、平和公園内で一部移設し、移設先花壇の整備を行った。

・高齢化の進行に伴い、バラ花壇の管理をしているボランティア団体の人数
が減少傾向となっているため、新たな人員確保に向け、広報紙による募集や
直営花壇への周知看板設置等に取り組む。、
・今後平和公園のバラ花壇が市内の名所となるよう、さらなる魅力向上を検
討していく。

・阪急摂津市駅前ロータリー内にて、花いっぱい活動等の市民団体による花
壇4箇所の維持管理を行った。
・公園や道路との接道部の緑地等において、花いっぱい活動による花壇の維
持管理を行った。
・モルタル造形を取り入れた花壇を2箇所増やし、香露園交差点にある花壇3
箇所をモルタル造形花壇とした。

・市民により身近に緑を感じてもらうため、多くの人の目にふれる駅前等に
おいて緑化を行い、緑を日常的に目にする機会を増やす必要がある。
・モルタル造形花壇という既存花壇とは異なる目新しさを打ち出し、花壇へ
興味を醸成していく必要がある。

・公設の市民農園12か所には昨年同様48団体10,440㎡の利用があった。
・他の体験型市民農園423㎡には昨年9組26名に対し7組16名、福祉農園98㎡に
は昨年同様1法人、田植え稲刈り体験農園786㎡には昨年度8組15に対し12組34
名の利用があった。
・市が関与し新設された私設市民農園は、前年度0㎡に対し2か所3,283㎡開設
された。

・ニーズを把握するとともに、指導者、管理者の確保、農業者の育成を進め
ながら多様な市民農園の運営を行い、農地の保全を図る。

7特徴的な緑の保全
の取組実績 分析・考察

・鶴野苗圃にて花苗を栽培し、直営花壇に植え付けるとともに、緑化活動を
実施している市民団体へ提供した。

・現在、鶴野苗圃で栽培できる花苗数が限界に達しようとしているが、花
いっぱい活動等での花苗申請数が増加傾向にあり、今後栽培棚の改修や鶴野
苗圃以外での栽培を検討する必要がある。

2緑の機能向上・維持保全0037 5 / 7 ページ



施策の展開（大項目）

令和2年度 令和3年度 令和4年度

結果 結果 結果

増加 46.4%(令和2年度) 46.4% 52.0%

令和2年度 令和3年度 令和4年度

結果 結果 結果

増加 62.4%(令和2年度) 62.4% 68.0%

令和2年度 令和3年度 令和4年度

結果 結果 結果

増加 55.8%(令和2年度) 55.8% 61.0%

中項目 分野計画参照ページ P38

関連する主な事業 令和2年度

①52010801

緑化推進事業

水みどり課

中項目 分野計画参照ページ P39

関連する主な事業 令和2年度

①41030701

農業水路管理事業

水みどり課

3緑化の推進

緑の基本計画

KPI
（指標）

「公園や緑地・緑道を利用する」と回答した市民の割合

推移の方向性 基準値 目標値(令和7年度)

KPI
（指標）

「摂津市内で花苗をよく目にする」と回答した市民の割合

推移の方向性 基準値 目標値(令和7年度)

KPI
（指標）

「家庭で植物を育てている」と回答した市民の割合

推移の方向性 基準値 目標値(令和7年度)

2河川・水路のネットワーク化
の取組実績 分析・考察

1公園・緑地の確保
の取組実績 分析・考察

・大阪府「建築物の敷地等における緑化促進制度」にかかる新規計画書を5件
受理し、取扱事務を10件処理した。

・市域全体がほぼ市街化されており、新たな開発が少ないため、開発による
緑化整備を進めていくには限界がある。
・今後イベント開催等を通じ、既存住宅の庭や室内での緑化も進める必要が
ある。

・味生水路花いっぱい活動による水路清掃活動及び水路護岸の植栽活動を1回
実施し、13人が参加した。。(前年度実績：47人)
・毎年、5月と11月に開催しているが、コロナ禍のため5月の活動は中止し
た。

・令和2年度は、コロナ禍のため例年に比べて参加人数が減少したが、引き続
き植栽活動を実施していく。

3緑化の推進0038 6 / 7 ページ



②52010501

緑化推進連絡会補助事業

水みどり課

中項目 分野計画参照ページ P39、40

関連する主な事業 令和2年度

①52010101

花壇等の維持管理充実事業

水みどり課

②52010601

花いっぱい活動助成事業

水みどり課

中項目 分野計画参照ページ P40

関連する主な事業 令和2年度

①52010801

緑化推進事業

水みどり課

中項目 分野計画参照ページ P41

関連する主な事業 令和2年度

①52010701

花とみどりの相談所運営事業

水みどり課

②52010601

花いっぱい活動助成事業

水みどり課

・例年は大正川右岸に水仙の球根を植栽していたが、令和2年度は新型コロナ
ウイルス感染拡大防止のため、中止した。
・令和2年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、研修会や市民交流会
等、多くの事業が中止となった。

・今後も継続して緑化推進連絡会の活動を支援していく。

・地域緑化推進のため、平成25年度より別府公園内に別府苗圃を設置してい
るが、担い手不足により苗圃内での緑化活動が難しくなっていることから、
新たに緑化活動を広げていく方法を検討した。

・引き続き、地域苗圃における緑化活動の展開を検討していく。

3道路・公共公益施設の緑化
の取組実績 分析・考察

・公園や道路との接道部の緑地等に設置している花壇19箇所の維持管理を
行った。

・直営花壇の維持管理は、職員の人数に限りがあることから、これ以上の箇
所数を受け持つことが難しいため、花いっぱい活動に取り組んでいる市民団
体と連携した維持管理を実施していく。

・大阪府と連携し、市内事業者に緑化樹を配布しているが、令和2年度は新型
コロナウイルス感染拡大防止のため、事業休止となった。
・市内事業所の敷地において、ホタルの生息環境を整備し、ホタル観賞会を
実施しているが、令和2年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止
となった。

・施設整備や維持管理には事業者側に費用負担が発生するため、容易に取り
組むのが難しいが、今後も事業者との協力関係を強化していく必要がある。

4工場や商業地の緑化促進
の取組実績 分析・考察

・花いっぱい活動に取り組んでいる37団体へ花苗等原材料を助成した。
・新たな取組として、花いっぱい活動に取り組んでいる市民団体の交流と花
づくりの知識や技術向上を目的とした「種から育てる花づくり活動」を14回
開催し、127人が参加した。

・今後も継続して市民団体に対し、交流の機会と花づくりの知識や技術向上
の機会を設けていく。また、技術の向上を図る指標を検討し、花いっぱい活
動の活性化に生かしていく。

5住宅地の緑化促進
の取組実績 分析・考察

・地域へ緑化推進嘱託員を派遣し、自治会をはじめとする地域団体や花いっ
ぱい活動を行っている市民団体の育成、支援を行った。
・指導者の育成をするための講座開催を検討した。

・地域の緑化活動を進めるため、緑化活動の指導者育成講座について、具体
的な講座内容や募集方法を検討する必要がある。
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